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第９回旧吉田茂邸再建検討委員会結果概要 

 

平成 23年 2月 17日（木）午後 7:00～9:00大磯町役場本庁舎４階第１会議室

において、第９回旧吉田茂邸再建検討委員会を開催しましたが、会議の概要は

次のとおりでした。 

 

 

〔出席者〕 

 （委 員 長）中島遺産保存会副会長 

 （副委員長）岩﨑氏（学識経験者） 

（委  員）土方区長連絡協議会会長、三上区長連絡協議会副会長、 

       新宅商工会副会長、鈴木観光協会副会長、吉川中丸町内会長、 

宮代ガイドボランティア協会会長、岩井教育委員会委員長、 

関野氏（学識経験者）、大倉氏（学識経験者）、 

永嶌氏（学識経験者） 

（事 務 局）６名 

 

 

１ 委員長あいさつ 

中島でございます。みなさまお忙しい中、またお寒い中急ぎのお願いで

お集まりいただきました。 

旧吉田茂邸の募金活動も今年の３月末で第１期募集期間が終了する。 

大磯町、県とで協力し合いながら、町民のため、県民のため、国民のた

め、誰もが自由に回遊式庭園を有する歴史的空間を訪れることができるよ

うにしていきたい。 

単に１人の総理が越してきた場所というのではなく、戦後日本の中心地

であったことを、若い町民をはじめとする方々が学習し、また、大きなイ

ベントなどにも活用できる場にしていけたらと思う。 

再建されれば、大磯発の全国ニュースになるであろうし、出来る限りの

協力をして是非とも実現させていきたい。 
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２ 議題 

 

（１）旧吉田茂邸再建検討状況説明会について 

 

 ・ 説明会について 

 

（事務局） 

【資料１】に基づき説明。 

  平成２３年２月１９日（土）午後１時から大磯小学校体育館、平成２３年

２月２０日（日）国府小学校体育館にて旧吉田茂邸再建検討状況説明会を開

催する。 

  進行は、町長、議長、中島委員長のあいさつの後、中島委員長による吉田

茂の紹介、県平塚土木事務所長による現況報告、政策課長による検討状況の

説明、町長による再建の意義とコンセプトを説明し、最後に意見交換を行う

予定。 

  なお、次第の裏面には、旧吉田茂邸の再建に向けては、吉田茂の功績を学

んだり、邸園の中で吉田茂の人間性を体感するための体験学習施設機能が必

要であることを示した図を添付している。 

 

（委員長） 

  小学校の体育館は寒くなることが予想される。寒い中を延々と説明会を開

くのはあまり好ましくないと思うので、なるべくコンパクトな説明に心がけ

る必要があると思う。 

 

（事務局） 

  小学校の体育館には、大型のストーブを２台設置する予定である。 

 

（委員） 

  町民のみなさまが集まる中で、心にしみる説明を心がけて欲しいと思うが、

やはりネックとなるのは寄附金のことだと思う。どういうものが造られるの

か、県が再建してくれるのか、全体費用がいくらで、そのうち県がいくら、

町がいくら、寄附金がいくらといった全体像や、維持管理、入場料をとるの

かとらないのかといった点が理解しにくいと思う。 
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（事務局） 

  現状説明ということ。建築主体や維持運営については、これからの検討課

題である旨説明する予定。形については、県の総務建設常任委員会で報告さ

れた、再建検討会議の中間とりまとめのイメージ図を示す。 

  費用については、再建基金のほかに、国や県の補助金といった財源確保が

必要と考えている。 

 

（委員長） 

  ２４地区の説明会では、6,000 万円弱で何ができるのだというご意見もあっ

た。 

しかしながら、ここで（財）吉田茂国際基金の解散に伴う残余財産を大磯

町にということで、関係機関との調整が進められている。決定はまだ先のこ

とになるが、実現すれば、再建費用に２億円もの大金が用意できるという話

になる。 

町民の宝となる建物が建ち、イベントなどにも利用でき、遠い存在だった

吉田茂の邸園が、自分達にも利用可能になるということで、機運が盛り上が

って欲しい。 

 

（委員） 

  （財）吉田茂国際基金の寄附の件は、説明会で紹介するのか。 

 

（事務局） 

  再建の意義の町長説明の中で予定している。 

 

（委員） 

  説明会の最後の方では、言い訳染みて印象が良くない。冒頭の町長あいさ

つの中で紹介して、参加者の気持ちを引き込むようにしたらいかがか。 

 

（事務局） 

  その方向でいけるよう調整する。 

 

（委員） 

  静岡の西園寺邸が再建されたが、できたんだなという気持ちで感心した。

２億６千万円もの資金があれば良いものが出来ると思う。募金活動は４月以

降も継続するのか。 
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（事務局） 

  全体の募集期間は、平成 24 年度末までで、平成 23 年 3 月で第 1 期が終了

という区切りである。したがって、3 月 31 日以降も続ける。 

  説明会の会場内でも募金箱を設置する。 

 

（委員長） 

  ２４地区の説明会では、ほとんどの町民が再建の動きをご存知ないような

状況だった。理解していない方は大勢いる。寄附を出したくない人がいるの

は仕方のないことだが、ご存じない方にお知らせするためにも、全町民向け

の配布物を用意する必要があると思う。 


